
「ビッグプロジェクト」の推進について「ビッグプロジェクト」の推進について

プ ロ ジ ェ ク ト の 進 め 方

大学共同利用機関等で行われている加速器科学の分野における大型加速器や、天文学の分野における大型望遠鏡など、研究
遂行上、大規模で特殊な研究施設・装置を用いることが不可欠であり、その建設・製作や運転等に多額の経費と長期の研究期間
を要する共同研究プロジェクト

＜意
 

義＞
○学術上の観点―最先端の技術や知識を集約し、人類未踏の研究課題に挑戦するものであり、その中から独創的かつ画期的な成果が生み出される
○国際的な観点―世界一を目指しサイエンスとしての我が国の独自性を追求し、国際的リーダーシップが発揮され、国際協調・国際共同により推進される
○社会的・経済的効果の観点―広く国民一般、とりわけ未来を担う青少年に夢やロマンを与えるなど、学術・科学技術に対する関心と理解を高める

ビ ッ グ プ ロ ジ ェ ク ト と は

国立学校特別会計制度の下では、一般的には学会等研究者サ
 イドにおいて、国際的な動向や必要な技術開発を含めた実現の
 可能性について十分議論された上で、大学・大学共同利用機関
 から文部科学省（文部省）に要求。学術審議会における有識者に

 よる議論及び了解の上、概算要求を経て新たなプロジェクトがス
 タートされてきた。

ビッグプロジェクト自体は、その目的からして、研究期間が長期
 に渡るものであるが、進捗状況や成果について、様々な場面で
 評価を実施

○実施主体における内部評価、外部評価
○毎年度の概算要求における科学技術・学術審議会学術分科
会研究環境基盤部会の評価

研 究 者 に よ る 検 討

研 究 者 コ ミ ュ ニ テ ィ に よ る 検 討

文 部 科 学 省 （ 文 部 省 ） に よ る 検 討
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国立学校特別会計制度の下でのビッグプロジェクト実現までの流れ
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大 学 ・ 大 学 共 同 利 用 機 関 か ら の 要 求
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（装置名等） 　 　 　 　 　
　

　 　

　大型光学赤外線望遠鏡「すばる」

　Ｂファクトリー（電子・陽電子衝突型加速器）

　 　

　大強度陽子加速器（Ｊ－ＰＡＲＣ）計画 　 　

　 　 　

　アルマ計画 　 　 　

※ＬＨＤのＨ１１～Ｈ１２の建設は加熱装置等の増強分 建設期間

※スーパーカミオカンデのＨ１４～Ｈ１８の建設は事故後の復旧分 運転・実験期間

建設中

区　分

　スーパーカミオカンデ

　大型ヘリカル装置（ＬＨＤ）

大型基礎研究（ビッグプロジェクト）に係る計画の推移



平成平成２０２０年度に推進年度に推進するする「ビッグプロジェクト」「ビッグプロジェクト」

「大型光学赤外線望遠鏡「大型光学赤外線望遠鏡『『すばるすばる』』」による天文学研究の推進」による天文学研究の推進

〔〔自然科学研究機構（国立天文台）自然科学研究機構（国立天文台）〕〕

米国ハワイ島マウナケア山頂に建設した口

 径８.２ｍの「大型光学赤外線望遠鏡『すば

 る』」により、宇宙の涯に挑み、銀河が誕生

 した頃の宇宙の姿を探る。

（２０年度予算額

 
２，９００百万円）

「大型ヘリカル装置（ＬＨＤ）」による核融合科学研究の推進「大型ヘリカル装置（ＬＨＤ）」による核融合科学研究の推進
〔〔自然科学研究機構（核融合科学研究所）自然科学研究機構（核融合科学研究所）〕〕

我が国独自のアイデアに基づく超伝導コイ

 ルを用いた「大型ヘリカル装置（ＬＨＤ）」によ

 り、高温プラズマの閉じ込めと定常運転の

 実証を目指し、定常型核融合

 
研究の一層

 の推進を図る。

（２０年度予算額

 
５，２７８百万円）

「スーパーカミオカンデ」によるニュートリノ研究の推進「スーパーカミオカンデ」によるニュートリノ研究の推進

〔〔東京大学宇宙線研究所・高エネルギー加速器研究機構東京大学宇宙線研究所・高エネルギー加速器研究機構〕〕

ニュートリノの質量の有無を精密

 検証するため、スーパーカミオカ

 ンデ(岐阜県飛騨市)により、宇宙

 から飛来するニュートリノ観測実

 験を推進する。

（２０年度予算額

 
６４６百万円）

高エネルギー加速器研究機構(ＫＥＫ)と日本原子

 力研究開発機構(ＪＡＥＡ)が共同で、世界最大級

 のビーム強度を持つ陽子加速器施設を建設し、

 物質・生命科学、原子核・素粒子物理学など基礎

 研究分野から産業利用まで幅広い分野に寄与す

 る研究開発を推進する。
（平成２０年度後半からビーム供用開始）

「「大強度陽子加速器（Ｊ－ＰＡＲＣ）大強度陽子加速器（Ｊ－ＰＡＲＣ）」」によるによる
物質・生命科学及び原子核・素粒子物理学研究の推進物質・生命科学及び原子核・素粒子物理学研究の推進
〔〔高エネルギー加速器研究機構高エネルギー加速器研究機構〕〕

（２０年度予算額

 
１１，６６３百万円）

アルマ計画の推進アルマ計画の推進
〔〔自然科学研究機構（国立天文台）自然科学研究機構（国立天文台）〕〕

日本（国立天文台）、米国及び欧州の３者の

 国際協力により、銀河や惑星等の形成過程を

 解明することを目的として、チリのアタカマ高

 地（標高5,000ｍ）に80台の電波望遠鏡等の

 建設・運用を行う。

（２０年度予算額

 
３，１０１百万円）

「Ｂファクトリー」による素粒子物理学研究の推進「Ｂファクトリー」による素粒子物理学研究の推進

〔〔高エネルギー加速器研究機構高エネルギー加速器研究機構〕〕

電子・陽電子衝突型加速器（Ｂファクトリー）を用いて、

 大量の「Ｂ中間子」（崩壊現象を観測しやすい粒子）と

 その反粒子である「反Ｂ中間子」を発生させ、その崩

 壊現象を精密に観測することにより、粒子と反粒子の

 対称性の物理法則の違いを明らかにする。これにより、

 宇宙創世時に同数あったとされる物質（粒子）と反物

 質（反粒子）が、現在の物質のみの世界へと変化した

 原因を解明する。

（２０年度予算額

 
６，５８５百万円）

※建設費総額

 
約１０４億円

※建設費総額

 
約５０７億円

※建設費総額

 
約３９５億円

※建設費総額

 
約３７８億円

※本体建設費等を計上
全体計画

 
約６６６億円（平成１３～２０年度）

※本体建設費を計上
全体計画

 
約２５６億円（平成１６～２３年度）


